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原子力発電所の過酷事故時においてプールスクラビングによる微粒子除去効果が期待されている．しか

しながら，プールスクラビングに伴う微粒子除去現象は極めて複雑であるため，微粒子除去現象の詳細な

検討が必要である．本研究では，エアロゾルを含む単一気泡における微粒子の除去現象に着目し，干渉計

を用いて微粒子の除去量を直接可視化，計測した． 
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1. 諸言 

 プールスクラビングに伴う微粒子除去現象は極めて複雑であるため，個別効果試験により微粒子の除去

現象を詳細に把握する必要性がある．しかしながら，気泡流動と微粒子挙動のスケールは大きく異なるた

め，既存の研究においては詳細な流動現象が計測されてこなかった．本研究においてはこれらの現象の同

時計測を実現するため，微粒子を濃度場として計測することで流動と微粒子挙動の同時計測を実現した． 

2. 実験手法 

 本研究においては気泡から除去されたエアロゾルを計測するために，スモーク発生装置を用いてグ

リセリン水溶液のエアロゾルを発生し，気泡を水槽内部に射出した．気泡に対して M/Z 干渉計を使用

することで気泡周囲の干渉縞の乱れを可視化し，フーリエ変換法と信頼度ソート法を組み合わせるこ

とで，密度場に対応する情報として位相の変化量を取得した．また，干渉計用のレーザーと同軸で明

視野観察を行うことで，気泡の界面形状を計測した． 

3. 結果・考察 

 気泡の周囲における位相に対応する情報として密度場を計測した結果を以下の Fig. 1 に示す．可視

化結果からは，気泡の上昇に伴い，周囲に密度場が生じている様子が可視化された．また，気泡の周

囲における微粒子は気泡の上昇に伴い，後流に巻き込まれて滞留する様子が確認された．この微粒子

の滞留に伴い，時に気泡の下面側において微粒子の濃度が顕著に高い部分が存在することが計測結果

から明らかになった． 
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Fig. 1. エアロゾルごとの気泡上昇挙動 
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